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１．研究計画の概要 
主として、次の 2つのテーマを目標とする。 
 

(1) ポテンシャルが遠方で発散する場合
のディラック作用素のスペクトルの研究。
さらに、光速を無限大に近づけた場合（非
相対論的極限）、シュレーディンガー作用
素のスペクトルとの解明。 
 
(2)ブラック・ホール理論に現れる
Kerr-Newman 距離でのディラック作用素
のスペクトルの研究。 

 
２．研究の進捗状況 
上記の(1), (2) に分けて説明する。 

(1) について 
 愛媛大学工学部の伊藤宏教授（連携研究
者）との共著論文 

A note on the nonrelativistic limit of Dirac 
operators and spectral concentration, Proc. 
Japan Acad., 81 A , 2005, 157-161 
 を発展させた形で、 
Dirac operators with dilation analytic 
potentials diverging at infinity  
を作成し、現在投稿中である。これらの結
果については、2008年度の数学会秋季総合
分科会をはじめ、京大数理解析研究所の研
究集会「スペクトル・散乱理論」など、い
くつかのシンポジウムで研究発表を行った。 

 
 (2) について 
 現在、コロンビアの Los Andes 大学の Dr. 

M. Winklmeier と論文 
Spectral analysis of radial Dirac operators 
in the Kerr-Newman metric and its  

applications to time-periodic solutions,  
J. Math. Phys., 47, 2006, 102503, 1-17 
 を著したが、さらに、解の局所エネルギー
減衰に関して、 

A spectral approach to the Dirac equation 
in the non-extreme Kerr-Newman metric  

Arxiv に発表し現在投稿中である。これら
の結果については、2008 年 3 月の数学会
年会はじめいくつかの研究集会で発表し
た。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）(1), (2) については、以前の結果
を発展させる形で新しい結果が得られた。
(2) については、スペクトルの絶対連続性
を示す問題が残っており、残り 1年の間に
見通しを得たいと思っている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1), (2) の問題について、研究分担者、連
携研究者、海外の研究者と連絡を取りながら、
研究交流を進めて、更なる発展を期したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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